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【DIGメンバー】ガイドライン 
 

「DIG OITA」は、大分の新たな魅力を発信し、仲間の輪を広げる、【大分県公式】おおいたファン創出

プロジェクトです。大分に興味がある方なら誰でも大歓迎。会員（DIGメンバー）になると、メンバー限定

特典や大分の旬な情報を受け取ることができます。下記、皆様と一緒に楽しみたいことや、ご注意いた

だきたいことをお読みいただき、みんなで大分の魅力を深掘りしましょう！ 

 

１  DIGメンバーの皆様と一緒に楽しみたいこと 

① メンバーの皆様が発見した大分の魅力を、「＃digoita」を付けて、Instagramで発信しまし

ょう。あなたならではのディープでコアな大分の情報を楽しみにしています。 

「＃digoita」が付いた投稿は、#自動抽出機能で公式サイトに掲載をさせていただきます。 

投稿を公式サイトに掲載希望の方は、DIG OITA LINEトークルームのメニューから、

Instagramユーザー名の登録をお願いいたします。 

② 特に素敵なメンバーの投稿を紹介する記事を公式サイトで配信しています。記事に掲載をさ

せていただく場合は、事前にInstagramのDMで掲載許可の連絡を、DIG OITA公式アカ

ウント「DIG OITA（@dig_oita）」からさせていただきます。 

③ メンバー限定イベントに応募してみましょう。共通の趣味を持った仲間と交流を図ることがで

きます。 

④ 県内の旬な観光情報をLINEのメッセージで配信します。気になるスポットを見つけて足を運

んでみましょう。 

⑤ 本年度の最後に、特に優れた情報発信をされているメンバーを表彰するイベントを開催しま

す。選出させていただいた場合は、InstagramのDMで連絡をしますので、是非、ご参加を

お願いします。 

⑥ メンバーの皆様のご意見で、プロジェクトをより良いものにしていければと思います。是非、

公式サイトの問い合わせフォームからご意見・ご感想をお送りください。 

 

２  DIGメンバーの皆様にご注意いただきたいこと 

大分の魅力を発信していただくものであれば、特段の制限は設けておりませんが、ごく一部の迷

惑行為を防ぐ目的として下記に該当する発信内容や行為はお控えください。 

① 特定の個人、企業、国、地域を誹謗中傷する内容 

② 大分県や本プロジェクト運営事業者を含む他者になりすますなど、虚偽や事実と異なる内容 

③ 著作権、商標権、肖像権などの大分県又は第三者の知的財産権を侵害する恐れのある内容 

④ 法律、法令等に違反、又は違反する恐れがある内容 



⑤ 本人の承諾なく個人情報を特定・開示・漏えいするなど、個人のプライバシーに関わる内容 

⑥ ネットワークビジネス又はマルチ商法等の連鎖販売取引への勧誘 

⑦ 宗教活動又は宗教団体への勧誘 

⑧ 人種、国籍、信条、性別、社会的身分、門地等による差別につながる内容 

⑨ 店舗・観光施設等において、相手方が同意していないにも関わらず、写真撮影や取材等を強

要する行為 

⑩ その他、公序良俗に反する内容 

 

３  知的財産権 

① 公式サイトに掲載している個々の情報（文章、写真、イラストなど）に関する知的財産権（商標権、

著作権等の全ての権利）は、大分県又は大分県以外の原著作権者等に帰属します。 

② 公式サイトの内容について、「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場

合を除き、無断で複製・転用することを禁止します。 

 

４  免責事項 

① 運営事務局及び会員は、当ガイドラインに反する投稿内容になっていないか等、細心の注意を

払って情報掲載を行うこととします。ただし、投稿内容等の正確性、完全性、有用性について

保証するものではありません。 

② 運営事務局は、会員による投稿内容等について、いかなる場合でも一切の責任を負いません。 

③ 運営事務局は、会員間、又は会員と第三者間のトラブルによって、メンバーに生じた損害につ

いて、いかなる場合でも一切の責任を負いません。 

 

５  安全なサイト環境の維持 

安全なサイト環境の維持にご協力ください。不適切な行動やコンテンツに気づいた場合は管理

者に報告してください。 

 

６  変更と更新 

当ガイドラインは、変更される可能性があります。変更があった場合は、公式サイトでお知らせ

いたします。 

ガイドラインの変更に伴い、ユーザーの皆様には最新の情報を確認し、それに従っていただくよ

うお願いいたします。 

 

７  最後に 



本プロジェクトは、皆様の積極的な参加と協力により、より良いものとなります。一緒に素晴ら

しいプロジェクトを築き上げていきましょう。 


